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第
5
次
斜
里
町
総
合
計
画

ス
タ
ー
ト
。（
期
間
平
成
18
年
度
〜
25
年
度
）

住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
意
義
は
？

新
総
合
計
画
策
定
の
背
景

①行政の効率的な運営と財政の健全化により「自主･自
立のまち」をめざす計画

②住民と行政が情報を共有し、住民参加と協働により
「自主･自立のまち」をめざす計画

③2 1世紀を切りひらく新たな視点と工夫により「自主･
自立のまち」をめざす計画

効率的な行政運営
と財政の健全化

情報の共有
住民参加と協働

新たな視点と工夫

計画の基本姿勢

の調和を求めて」

中で生活が営まれ、
活と文化が維持され、

ことが、わが町の個性

で自然と人のくらしの
のあるべき姿を求める

４
月
か
ら
、
新
し
い
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
ま
ち

の
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図１

総
合
計
画
と
は
？

市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を
行
う

に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
へ
て

そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
で
計

画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
の

「
基
本
構
想
」
を
定
め
、
こ
れ
に

そ
っ
て
、
す
す
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
「
基
本
構
想
」
と
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
定
め
る
「
基
本
計

画
」、「
実
施
計
画
」
を
合
わ
せ
て
、

「
市
町
村
総
合
計
画
」
と
呼
び
ま

す
。次

の
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
総
合
計
画
は
、
地
方
自
治
体
の

憲
法
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

・
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
ま
ち
の
将
来
像
と
長
期
目
標
を

定
め
る
こ
と
で
、
住
民
や
各
団
体

の
公
共
的
な
行
動
目
標
を
示
し
、

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
対
外
的
に
、
ま
ち
の
意
思
表
示

を
す
る
こ
と
で
、
国
や
、
北
海
道

な
ど
が
各
種
の
地
域
計
画
を
策
定

し
、
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の

指
針
と
な
り
ま
す
。

斜
里
町
は
こ
れ
ま
で
、
第
１
次

（
昭
和
46
〜
53
年
度
）
、
第
２
次

（
昭
和
54
〜
60
年
度
）
、
第
３
次

（
昭
和
61
〜
平
成
７
年
度
）、
第
４

次
（
平
成
８
〜
17
年
度
）
の
総
合

計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ

い
た
行
政
運
営
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

一
方
で
、
わ
が
国
の
経
済
は
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
長
期
低
迷
期
に
入
り
、

社
会
・
経
済
の
構
造
も
急
激
に
変

化
し
ま
し
た
。

斜
里
町
に
お
い
て
も
、
平
成
12

年
度
以
降
、
毎
年
度
、
地
方
交
付

税
が
削
減
さ
れ
、
大
型
事
業
の
見

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ自

主
・
自
立
の
ま
ち

で
あ
り
、
こ
の
苦
し
い
行
財
政
運

営
は
今
年
度
も
続
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
21
世

紀
初
頭
を
展
望
し
た
、
斜
里
町
の

め
ざ
す
姿
（
将
来
像
）
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
、
住
民
の
み

な
さ
ん
と
共
に
、
町
が
何
を
す
る

べ
き
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新

た
な
総
合
計
画
の
策
定
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
や
各
種
団
体
の
代
表
と
し
て
、

45
名
の
「
斜
里
町
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
（
上
野
洋
司
会
長
）」
の
み

な
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
姿

勢変
わ
ら
な
い
基
本
理
念

「
み
ど
り
と
人
間
の
調
和
を
求

め
て
」

「みどりと人間の

大自然の恵みに生かさ
その調和のもとに生産
高められる。

そして、調和を求め続
を創造していくこと

まちづくりのあらゆる
調和を基本とし、「ま
理念です。

基本理念

みどりと人間の
調和を求めて

総合計画の基本理念と６つの基本目標

（教育分野の目標）
明日を拓く心豊かな
人づくりをめざして

（福祉分野の目標）
健やかで思いやりのある
福祉社会をめざして

（自然分野の目標）
世界に誇る自然との
共生をめざして

（行政分野の目標）
住民参加と協働による
行政運営をめざして

（生活分野の目標）
安心して暮らせる快適な
生活環境をめざして

（産業分野の目標）
活力に満ちた産業
の振興をめざして

図２

新
総
合
計
画
の
骨
組
み

め
、
個
別
事
業
を
明
ら
か
に
し
、

優
先
順
位
な
ど
を
定
め
る
年
次
計

画
で
す
。
前
期
、
後
期
に
分
け
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
編

成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
今
後

も
続
く
き
び
し
い
行
財
政
環
境
を

乗
り
切
り
、
自
主
・
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
に
、
行
政

改
革
や
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
住
民
自
ら
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

住
民
と
と
も
に
21
世
紀
を
切
り
ひ

ら
く
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す
。（
※
図
１
参
照
）

昭
和
46
年
の
第
１
次
総
合
計
画

か
ら
変
わ
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
き
た

「
み
ど
り
と
人
間
の
調
和
を
求
め

て
」
は
、
す
べ
て
の
行
政
計
画
に

反
映
さ
れ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
、
知
床
が
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
に
誇

る
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
成
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
先
見
性

や
、
一
貫
性
を
大
切
に
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
究
極
の
理
念

と
し
て
、
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
で

す
。

３．

計
画
の
期
間

計
画
の
期
間
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
８
年
間

と
し
ま
す
。

４．

計
画
の
構
成

こ
の
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、

「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」
で

構
成
し
ま
す
。

・
「
基
本
構
想
」
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
将
来
像
と
、
そ
の

実
現
の
た
め
の
基
本
的
考
え
方
を

示
す
も
の
で
、
基
本
計
画
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

・
「
基
本
計
画
」
と
は
、
基
本
構

想
の
実
現
の
た
め
に
進
む
べ
き
方

向
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
分
野
ご

と
に
基
本
目
標
、
施
策
な
ど
を
設

定
し
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。

・
「
実
施
計
画
」
と
は
、
基
本
計

画
を
具
体
的
に
行
っ
て
い
く
た

１．

計
画
の
性
格

こ
の
計
画
は
、
今
後
と
も
斜
里

町
が
発
展
す
る
た
め
、
将
来
に
向

か
っ
て
す
す
む
べ
き
目
標
を
定

め
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
主
な
施

策
を
示
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
る
う
え
で
、
最
も
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
で
あ

り
、
行
政
運
営
や
住
民
活
動
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
総
合
的
、
計

画
的
な
指
針
と
し
て
の
性
格
を
も

ち
ま
す
。
ま
た
、
計
画
実
現
に
向

け
て
は
、
町
が
主
体
性
を
も
っ
て
、

国
や
、
北
海
道
、
民
間
と
連
携
す

る
な
ど
、
新
し
い
時
代
を
切
り
ひ

ら
く
幅
広
い
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す
。

２．

計
画
の
名
称

計
画
の
名
称
は
、「
第
５
次
総

合
計
画
」
と
し
ま
す
。



４

将
来
の
人
口
は
、
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。

重
点
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

【 重点的なプロジェクト　】

（1）計画期間内に実現をめざすもの
平成18年度以降、計画期間内に実現をめざす比較的大型ハード事業

①中心市街地活性化事業　　　　　④一般廃棄物処理施設建設事業
②ウトロ市街地再開発事業　　　　⑤町立図書館の建設事業
③町営住宅の再生事業

図３

（2）計画期間中に推進をはかるもの
行政運営上、計画期間中に推進強化をはかるソフト事業

①農地地力増進対策の強化　　　　⑪しれとこ100平方メートル運動の森・　　
②流域林業活性化事業の推進　　　　トラストの推進
③農水産物の付加価値の推進　　　⑫在宅福祉サービス事業の推進
④観光通年化対策の推進　　　　　⑬地域医療サービスの充実
⑤防災対策の強化　　　　　　　　⑭次世代育成支援対策の推進
⑥住民との協働の推進　　　　　　⑮障がい者自立支援事業の推進
⑦男女共同参画社会形成の推進　　⑯生涯学習推進体制の整備促進
⑧資源リサイクル事業の推進　　　⑰文化・スポーツ活動の振興
⑨国立公園の保護強化と適正な利用⑱地域間交流及び国際化の推進
⑩エコツーリズムの推進　　　　　⑲定住促進と移住者対策の推進

（3）連携事業としてすすめるもの
計画期間中に、国や道、民間活力により地域経済や福祉の向上をめざす主な

連携事業

①土地改良事業の促進　　　　　　⑤世界自然遺産関連事業の促進　　
②漁港の整備促進　　　　　　　　⑥情報・通信網高度化の促進
③幹線道路交通網の整備促進　　　⑦老人福祉施設（特養等）の整備促進
④自然公園施設の整備促進

基
本
目
標
実
現
に
向
け
て
の

48
の
施
策

基
本
理
念
を
支
え
る
、
６
つ

の
基
本
目
標

計
画
書
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

分
野
を
６
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま

す
。

①
自
然
「
世
界
に
誇
る
自
然
と
の

共
生
を
め
ざ
し
て
」

②
産
業
「
活
力
に
満
ち
た
産
業
の

振
興
を
め
ざ
し
て
」

③
生
活
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快

適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
」

④
福
祉
「
健
や
か
で
思
い
や
り
の

あ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て
」

⑤
教
育
「
明
日
を
拓
く
心
豊
か
な

人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

⑥
行
政
「
住
民
参
加
と
協
働
に
よ

る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て
」

（
※
図
２
参
照
）

①
定
住
人
口

明
治
以
降
、
日
本
の
総
人
口
は

第
２
次
世
界
大
戦
期
を
除
き
、
増

加
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
出
生
数
の
減
少
や
、
高
齢
化

に
伴
う
死
亡
者
の
増
加
で
、
平
成

19
年
か
ら
人
口
は
減
少
し
て
い
く

こ
と
が
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
試
算
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

斜
里
町
の
人
口
は
、
過
去
10
年

間
の
国
勢
調
査
で
平
成
７
年
の
１

万
４
千
634
人
か
ら
、
平
成
12
年
で

は
１
万
４
千
64
人
に
な
り
、
平
成

17
年
の
推
定
で
は
１
万
３
千
405
人

で
、
約
８
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
構
成
別
で
の
推
移
で

は
、
こ
の
間
で
若
年
者
人
口
は
約

34
％
減
少
し
、
高
齢
者
人
口
が
約

31
％
増
加
す
る
な
ど
、
少
子
高
齢

化
の
影
響
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て

い
ま
す
。

都
市
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の

過
疎
化
が
す
す
む
中
、
斜
里
町
も

例
外
で
は
な
く
、
一
層
の
過
疎
化

が
す
す
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
日
本
の
総
人
口
が
減
少

す
る
「
人
口
減
社
会
」
の
到
来
が

予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

計
画
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
の

定
住
人
口
を
１
万
２
千
200
人
と
し

ま
す
。

②
交
流
人
口

交
流
人
口
と
い
う
と
ら
え
か
た

は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
じ
め
て
使
わ

れ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
訪
れ
る

人
を
第
１
交
流
人
口
、
観
光
客
を

第
２
交
流
人
口
、
地
域
振
興
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
訪
れ
る
人
を

第
３
交
流
人
口
と
定
義
し
て
い
ま

す
。斜

里
町
で
は
、
農
業
、
漁
業
に

次
ぐ
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業

に
様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
人
口
指
標
と
し
て
、
新

た
に
観
光
人
口
を
中
心
と
し
た
交

流
人
口
を
指
標
に
加
え
て
い
ま

す
。
計
画
で
は
、
過
去
10
年
間
の

観
光
人
口
の
推
移
と
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
の
効
果
に
よ
る
増
加
を

見
込
み
、
さ
ら
に
、
第
１
及
び
第

３
交
流
人
口
を
加
え
て
、
平
成
25

年
度
の
交
流
人
口
を
198
万
人
と
し

て
い
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
で
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
計
画
期
間
内

に
実
現
を
め
ざ
す
も
の
や
、
計
画

期
間
中
に
推
進
を
は
か
る
も
の
、

連
携
事
業
と
し
て
す
す
め
る
も
の

は
、
図
３
の
と
お
り
で
す
。

分
野
別
に
掲
げ
た
６
つ
の
基
本

目
標
の
実
現
に
向
け
、
特
に
大
切

な
要
点
（
施
策
の
大
綱
）
と
し
て
、

48
の
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。（
５
〜
６
頁
参
照
）

今
後
、
本
計
画
書
は
、
冊
子
に

ま
と
め
ら
れ
、
関
係
機
関
や
団
体

等
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
お
知
ら
せ
で
き
な

か
っ
た
「
基
本
計
画
」
や
「
財
政

計
画
」
の
内
容
を
含
む
す
べ
て
の

情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
「
第
５
次
総
合
計
画
」
に
つ
い

て
の
問
い
合
せ
先
　
企
画
総
務
課

企
画
調
査
係
（
内
線
213
）



５ 広報しゃり･2006年６月号･第754号

分野

自然
〈
世
界
に
誇
る
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
て
〉

施策の大綱 施　策　の　目　標

・自然教育活動の推進
・野生生物保護管理の推進
・エコツーリズムの推進
・自然文化村･自然大学構想づくり

①自然保護

・世界自然遺産の保護管理
・国立公園の保護管理
・施設整備等の促進

②世界自然
遺産

・保全管理事業の推進
・森林再生事業の推進
・ナショナル･トラスト資産の適正

な公開

③1 0 0平方メ
ートル運動

・緑化の推進
・水環境の保全
・景観づくり

④みどりの環
境

産業

〈
活
力
に
満
ち
た
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
て
〉

分野 施策の大綱 施　策　の　目　標

・生産基盤の整備･保全
・経営基盤強化の促進
・活力ある農村づくりの展開

①農業

・林業の振興と森林保全②林業
・漁業生産基盤の確立
・漁獲物の消費拡大
・生産環境と安全対策推進

③漁業

・商業環境の整備
・商店街の活性化推進
・消費対策の促進

④商業

・農水産工業の振興
・中小工業の活性化
・新規企業の創出、誘致
・骨材の確保

⑤工業

・雇用対策の充実
・季節労働者対策の充実
・勤労者対策の充実

⑥雇用･労働

・観光の振興
・観光通年化対策の促進
・ウナベツ周辺の観光開発促進
・斜里市街地周辺の観光PRの促進

⑦観光

生活
〈
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
〉

・都市機能の整備
・中心市街地活性化事業の推進
・ウトロ市街地再開発事業の推進

①都市整備

・民間住宅建設の促進
・公営住宅整備事業の促進

②住宅

・国道･道道の整備促進
・地域コミュニティ道路の整備
・橋梁の整備促進
・河川改修事業の促進

③道路･河川

・災害発生の未然防止策の強化
・治山･治水事業及び海岸保全対策

④土地保全

・水道事業の健全経営

・下水道整備の推進と普及促進

・合併処理浄化槽の普及促進
・下水道事業の健全経営化

⑤上下水道

・水源、水質、水量の安定供給の
確保

生活

〈
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
〉

・防災体制の充実
・防災意識の啓発
・災害に強い基盤整備
・消防施設、装備の充実
・消防組織の拡充
・防火思想の普及
・救急体制の強化

⑥防災･消防･
救急

・個人情報等の適正管理
・郵便サービスの確保

・情報通信基盤の整備と情報化の
推進⑦情報･通信

・総合的な交通体系の充実
・新交通システムの調査･研究

⑧交通･運輸

・交通安全の推進
・犯罪等の防止
・消費生活の安定と向上
・人権擁護活動の推進

⑨交通安全･
防犯･消費
者保護

・環境基本計画の策定
・環境衛生活動の促進
・公害対策

⑩衛生環境

・廃棄物対策の推進

・リサイクル事業の推進

・地球温暖化防止対策の推進

⑪循環型社会

・墓地の整備

・火葬場の管理
⑫墓地･火葬

場

福祉

〈
健
や
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て
〉

・地域福祉の充実①地域福祉

・児童福祉の充実②児童福祉

・障がい者（児）福祉の充実③ 障 が い 者
［児］福祉

・母子父子福祉の充実

・低所得者対策の充実

④ひ とり 親
家庭･低所
得者福祉

・長寿時代への対応

・高齢者福祉の充実

・総合相談機能の充実

⑤高齢者福祉

・健康づくりの推進

・保健事業の充実
・感染症･難病対策の推進

・精神保健対策の充実

・保健指導･管理体制の充実

⑥保健

・地域医療体制の充実

・医療提供体制の充実
・町立国保病院の運営

⑦医療

・国民健康保険制度の充実
・介護保険制度の充実
・国民年金制度の充実

⑧保険･年金



６

分野

教育

〈
明
日
を
拓
く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〉

施策の大綱 施　策　の　目　標

・生涯学習の推進

・生涯学習推進体制の充実

・学習情報の提供

・教育施設、環境の整備

①生涯学習

・教育内容の充実

・就学対策

②学校教育

・ふるさと留学の推進

・私学の振興への支援

・給食内容の充実改善

・給食施設･設備の改善

③学校給食

分野 施策の大綱 施　策　の　目　標

・食の教育推進

・自主的な学習活動への支援

・青少年の健全育成

④社会教育

・公民館活動の充実強化

・利用団体、サークルの育成

・公民館施設の適切な維持管理

⑤公民館

・芸術文化鑑賞機会の充実

・文化活動施設の活用

⑥文化･芸術

・郷土芸能･郷土文化の振興

・体育施設の整備充実

⑦スポーツ

・生涯スポーツの推進

〈
住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て
〉

行政

・憲章の普及と実践

・町のシンボル等の普及
①町民憲章

・住民との協働事業の推進
・住民参加制度の確立
・自治会活動及び住民団体の活動

支援
②住民との

協働

・男女共同参画社会の推進

・近隣市町村との交流促進

③地域間交流 ・姉妹町･友好都市との交流推進
・都市との交流推進

・定住環境の充実

・Ｕ･Ｊ･Ｉターン対策の推進

④国際化

・広域共同事務の推進
・広域行政の推進

・市町村合併の検討

⑤定住･移住

・道州制の検討

・小さな行政の推進

⑥広域行政

・行政評価の推進

・事務処理の効率化
⑦行政執行

・構造改革特区の検討

⑧財政

・教職員の資質向上、指導体制の
確立

・高校教育の振興

・給食業務及び栄養管理システム
の整備

・生涯学習要求に対応した学習機
会の提供

・町民による文化･芸術活動の助長

・芸術分野の教育普及事業の実施

・団体との連携、指導者の育成･確
保

・各種スポーツ大会への支援、スポ
ーツ合宿の誘致

・行政情報の積極的公開

・国際交流の推進

・地域の国際化

・行政の国際化

・財源の確保
・財政運営の健全化

・行政経費の効率化
・公有財産の適正管理と運用

・文化財保護活動の推進

⑧博物館

・博物館及び野外学習施設の充実

・図書館建設の推進

・図書館奉仕活動の充実

⑨図書館

・調査研究･資料収集活動の推進
と成果の公開

・郷土学習を中心とした生涯学習
機会の提供

・図書の充実と情報･通信システム
の整備

教育

突
然
、「
グ
ラ
ッ
」
と
き
た
ら
、

ま
ず
、
身
の
ま
わ
り
の
安
全
を
確

認
し
た
後
、
み
な
さ
ん
は
何
を
し

ま
す
か
？
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
、
震
度
や
震
源

の
確
認
を
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
、
公
表
さ
れ
る
斜

里
町
の
震
度
は
、
今
ま
で
、
役
場

本
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
震
度

計
が
感
知
し
た
も
の
だ
け
で
し

た
。６

月
20
日
か
ら
は
、
こ
れ
に
加

え
て
、
ウ
ト
ロ
地
区
の
震
度
も
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
今
よ
り
早
く
、

そ
し
て
、
町
内
広
域
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
震
度
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
所
は
、
ウ
ト
ロ
漁
村
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
で
す
。

【
町
辞
令
】（

）
内
は
前
職
。

■
総
務
環
境
部
　

▼
財
政
課
財
産
管
理
係
長

玉
置

知
文
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
）

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長

三

島
貢
樹
（
経
済
部
農
務
課
農
政
係
）

■
経
済
部

▼
経
済
部
農
務
課
農
政
係

藤
尾

岳
史
（
総
務
環
境
部
付
）

５
月
15
日
付
で

町
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。


